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士 族 層 の 解 体 と 教 ．育 移 動 の 研
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　 1 ， 趣旨

　 こ の 研究は ，一地方都市 に お け る 階層再 生

産 構造と 教育 の 関 わ り あ い を ，文 献 。 イ ン タ

ビ ュ
ー

惆査 な ど に よ っ て 総 合的 に 明 らか に し

よ うとする 試み の 一郎分を なす もの で あ る 。

従来 ．教盲 の 社会移動 に 果 た す 役 割 に つ い て

い ち 早 く気づ き，か っ 利 用 し た の は 旧武士層

で あ っ た と言 わ れ て きた．浸 落 しっ っ あ っ た

旧武 士 層 の 人 々 は ，遇去 の 社 会的 地 位 の 回 復

を 目指 し，唯 一の 教 養階 層 で あ る こ とを利 用

し て 教 育を
「

立
’
身出世 」 の 手 段 とみ な した と

さ れ る 。 確か に ， 多 くの 研究が明 らか に し て

い る よ う に ，明 治 期 に お け る 高等 教 育 機関 は

人 ロ 比 か らす れ ば非 常 に 不 自然な ほ ど多 く の

旧武 士 層 出身 者 に 占め ら れ て い た 。

　 しか し，一方 で 旧 武士 層 は 急激 な社会的 浸

落 ゆ え に ，最 低 限 の 生活 に 甘 ん じ ざ るを えず

， と て も高等教育を そ の 子 弟 に 受 け させ る余

裕 な どな か っ た とす る経済史 的 あ る い は 社会

政策学的 な デ ータ も見 出す事 が で き る 。 こ の

2 つ の 分 裂す る イメ
ージ は，旧武 士 層 と い う

社会 集団 の 理論 的
・

実証的 検 討 が 不 十分で あ

っ た と こ ろ か ら き て い る。す な わ ち，武 士膚

は解 体 さ れ る 以 前 は r っ の 身 分階 層 と し て 存

続 し て い た が ， 明治維薪以降に お い て は そ の

よ うな基盤を失 っ た 。 た しか に ， 明治 の あ る

時期 ま で は旧武 士層 は 伝統 ・価 値観 ・人間関

係な どを 共有 して い た もの の ， そ れ は もはや

一っ の 社会階層 とい え る よ うな 存在 で はなか

っ た。　 従 来 の 2 っ に 分 裂 し た 旧 武 士層 イ メ

ージ は ，

一方に 於て 主に 中 央 レ ベ ル で 把握 で

き る 高等教育を 受け て い る旧武 士 層 か ら ， 最

初 の 教 育利 用階 層 と し て の 「士 族 」 イ メ ージ

を作 り ， 他方 で 没落 しつ っ あ る貧 困 な旧武士

層か ら 都 市 労 働 者 の 第 一世 代 や 日雇 い 層の 一

つ の 出身 母 体 と して の 「士族」 を想定 し た。

もは や 一つ の 社会階層 と し て の 実 態 も社 会 集

団 と し て の 実 質もな い 旧 武 士層 を，一つ の も

の と し て トータ ル に 把握 しよ うと した ため に

生 まれ た の が 「士族の 出世主義」 と い う過 度
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の 文 化 圭義 的 解釈 で あ っ た。上 昇移 動 し つ つ

あ る 1口武士 層 の 人 々 も浸 落 し つ つ あ る 旧 武 士

層 の 人 々 も ， 共通 し て 持 っ て い る の は 文 化 で

あ る 。 文化が ，上 昇移 動 の 手 段 と して 教 育 機

会 を 積 極的 に 利 用 す る の に な ん ら か の 関係が

あ っ た こ と は 確か だが ，余 りに 文化 主 義 的 な

解 釈 は社会
・
経済 的 要 因．を見 落す結果 を 生 む。

　 そ こ で ，問 題と な る の は 次の 点に な る 。「
失

っ た 社 会的 地 位 の 回 復 」 と 「貧 困 」 と 「教 盲

機 会 の 利用 J とが ど の よ う な関 係 に あ っ た の

か。　「貧困 」 が 教育を社会移勤 の 手 段 と み な

す バ ネ に な っ て い る の だ とす れ ば ，そ れ は 1日

武 ±層 の ど の よ うな階 層 出身 者 で あ ろ うか 。

また，貧 困 に もか か わ らず長期の 教官が 受け

る こ と が で きた の は一体なぜ か 。　「失 っ た 地

位 の 回 復 」 が 目的 な ら ば ， 旧体 制 下 で 高 い 社

会 的 地位を 占め て い た 層 ほ ど よ り熱 心 に 教 盲

機 会を利 用 し よ うと した と思 わ れ る が ， そ れ

は 果 し て 事実 で あ ろ うか 。 こ の よ う に ，確実

な 実証 的 デ ・…タ の 裏付け な し に 極 め て 印象 主

義 的 に 論 じ ら れ て きた旧 武 士層 の 教 育利 用 の

実態は 必 ず し も明 らか に さ れ て い な い 。

　 こ の 研 究 で は ，近 畿地 方 の
一

小 都 市 （旧城

下 町） に 残 され て い る旧士 族 の 交 流 団 体 （懐

旧会 〉 の 会 員名簿 ， 活動記 録 ，そ の 他 を 用 い

て ，教育機会 を利 用 した最初の 社会集団 と い

わ れ る旧武士層 と教 育 の 関 わ り あ い を 実 証 的

に 明 らか に す る こ とを 目的 と し て い る 。 懐旧

会 は明 治 13 年 に 鎰織 され ， 戦前 期 い っ ぱ い

ま で 活 発 に 活動を続 け て い た が ， 戦 後 自然消

滅 して しま っ た 、今回 の 中間 報 告的 発 表 で は

，我 々 が 見 っ け た 文献 資料 類 を・用 い て 明 治 中

期 ま で の 資料 紹 介 と分 析を 行 い た い 。

　 2 ，先行 研究

　従 来 ， 旧 武士層 と い う社会簾団 に つ い て は

教 盲 社会 掌に 限 らず多 樣な 掌問分野 か ら ， そ

れ ぞ れ の ア プ ロ
ー

チ で と りあ げ ら れ て きた “
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　 我 々 の 研究 は欧 米 の 社 会 移動 史 研 究 と 深 い

関 湮 を 持 っ と考え るが，そ れ は注に ま わ し ，

こ こ で は 日 本 の 士 族 研究 に っ い て 述 べ る 。

1 ：士族授産史 研究 　
ド

　　研 究 と し て は経済史
・
社 会 政策 史 な ど

　 に 代 表 され るが，研究閲心 は 明治 10年代

　前 半 に 実 施 さ れ た 一連 の 士 族授 産 の 状 況

　と当畤 の 士 族 の 貧 窮状態に 収れ ん し て お

　り経済的状 況 を基舳 と し て ， 1日武士層が

　明治 10年 代 に お い て 漫落 ・解体 しっ つ あ

　 っ た こ とを張躙 す る結 果 を残 し て い る 。

　　代表 的 研 究 と して は，吉 川秀造 「士 族

　授 産 の 研 究 」　（昭 io） ， 我 婁東策 「士 族

　授産 史 J 「
（昭 10） ， 藤 井甚 太 郎 の 一連の

　論文 な どが あげ ら れ る。

2 ：社 会 政 策 学研 究

　　明治 前期 に お 砂る労働 看 階 級形 成 週程

　の
一

側 面 と し て 士族の プ ロ レ タ リ ア 化，

　賃労 働者 化 を位 置 づ け た 研 究 。 1 の 研究

　を一
歩 進 め ， 旧武 ±層 の 解 体が 新 た な 労

　働 者 階 級 の 創出と閲連 づ け て 分 析 し て い

　る点 に 特徴 が あ る 。

　　隅 谷 三 喜 男 「日 本賃 労 働史 論 」 な どが

　そ の 代表 的な もの と し て あ げ られ る。

3 ： 士 族意 識 研究

　　日 本 の 近 代 化 の 指導 層 と し て の 士 族 に

　注 目 し ， 士族意 熾 や 武 士的 工 一
トス が 近

　代化 の 歩 み に ど の よ うな功罪を 残 した か

　を研 究 した もの 。

　　福地 重孝 「士族
・
と士族意瀲」　（昭 31），

　高橋哲 夫 「明 治 の 士 族 」　（昭 55），な ど歴

　史学か ら の ププ ロ
ー

チが 主 で あ る。

4 ： 族 籍 制度研究

　　封建身分が 族籍制度へ と政策的に 再編

　さ れ る過程 を制度史に 関心 を よ せ な が ら

　分析 し て い る 。

　　制度 に 関心 が集 中 しす ぎ ， 実 態 と し
’
こ

　の 武 士 の 二 ・
三 男問 題な ど へ の 注意 が払

　 わ れ て い な い 。　 　 　 　
1

　 　深 谷 博治 「華士 族 秩禄 処 分 の 研究 」　（

　日召19）， 松本勝三 「明治初 年 に お け る 華士

　族 研 究 」　（昭 25），小 面孝 作 「平民 と 族称

　」　（昭 13） など 。
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5 ： 家族 史 ・家 族 社会掌 研 究 　・

　 　士族 の 通婚 圏 を 分析 し た 小 山隆 「婚 姻

　 を 通 し て 見 た る 十 族 の 社 会 」　（昭 7 ） ，

　維 新以 来 の 秩 禄 処f」），民法 制定 な ど が 士

　族 の 寒 族 制度 に ど の よ う な 影響 を与 え た

　か を と り扱 っ て い る 青山迫夫 「講座象族

　 1　 象 族 の 歴 史 」　（昭 48），戸 籍 法 と 家制

　度 の関係 を論 じ た 福島 正 夫編 「戸 籍制 度

　と象 制度 」 な ど，粛 様な 研究が あ る 。

　　こ れ ら の 研究で は ， 旧 武士が 次 第に 文

　化的側面 で そ の 独 自性 を・失い っ つ あ る 過

　程 が明 ら か に さ れ て い る 。 小 山 の 研 究 に

　見 ら れ る よ う に 士族 が 文化的 に 二 極 分解

　 し た と い う指 摘 や，大 正 期 で す ら有 意 に

　高 氷準 の 階級 内婚が み ら れ た こ と な ど，

　注 目 に 偵す る 研 究 が 品 い u

6　： 社会 移 動研 究

　 　安田 ， 麻生 ， 高根 らの 他 ， 族 籍 に よ る

　教 育利 用 の 差を 扱 っ た教育社会学 の
一連

　の 研究や ，士族 の 城 下 町か ら の 流 出 を 扱

　 っ た小 山隆 「士族 の 地域 的 移動 傾 向 に 就

　 い て 」　（昭 6 ） が あ る が ， も っ ぱ ら 士 族

　 と 平 民 と の 対 比 に と ど ま り ， 士 族 内 の ど

　う い う人 々 が 教 盲機会を．利用 し た の か は

　明 ら か に な っ て い な い 。

3 ，懐 旧 会 に つ い て

　 今回 取 り上 げ る S 藩 は 譜 代 大 名 A 家が治 め

て い た小 藩 で 現在 の 近 畿地 方 B 県 S 町 に 城 下

町 を持 っ て い た 。 廃藩 当時 701 世帯 で あ っ た

旧 藩士 は 其 の 後 ， S 町 に と どま る 者，東京 ・

大 阪
・神 戸 な どへ 移 住す る 者 な ど に 分れ た も

の の ，旧 藩 主 家 と の 音 信 は な お 継 続 し て い た

者 が多 か っ た。旧藩 主 A は 旧 領地 ・
旧 藩士等

に 対 し 廃藩 後 も様 々 な 形 で 閲係を保ち続 け た

。 そ の 一・　Vi） は ， 明治 9 年 に A 家 よ り の 出資 を

も とに 設 置 さ れ た H 義塾 （後 の E 中 学 ） と い

う 私立 学 校 で あ っ た 。 同 塾 の 設 置 に よ り 旧 藩

士 及 び旧 領 民 に と ・
っ て の 教育機会は 著 し く 拡

大 し た 。 　　 　　 　　 　
．

　 1日藩 士 と A 象 と の 関 係 を 直接的に 結ん で い

た も の に S 懐旧 会 と い う組 織 が 挙げ ら れ る ，，
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同会 は ， 東京 へ 移住 して 来 て い た 1日藩士 の 消

息 を憂 慮 した旧 藩主 A の 「旧臣民の 情誼 を温

め ，或 は 困弊 に 陥 る者を 救 い ， 或 は 産業に 就

くの 道 を啓 き ， 而 して子 弟 の 教盲 を 併せ 行 は

ざ れ ば 」 と の 考え を受け て 明 治 13年 に 設 置 さ

れ た 組 絏 で あ る 。

　同 会 は 次 の よ うな組織構 成 を持 っ て い た 。

　 　 　 　 　 「
一

（L） 親睦 部 （ 明 13．5〜）

　 　 　 　 　 1

　 　 　 　 　 ト
ー

（2） 救  輿 部 （明 13．5〜 ）

S 懐 旧会
一

→

（A 会頭 ） ト
ー

（3）貯金 部（ 明 15。1〜 ）

　 　 l　 　 l
　 　 l　 　

」 一
（q） 育オ 部 （ 明 20．7〜）

　 　 1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 厂 （1）

　 　 l　 　 r 東 京本 会
一一一

幹 寧
一

← （2）

　　 L − − 1　　　　　　　　　　 1−一（3）

　 （分会） 1　　　 　　　　　　
L

（4）

　 　 　 　 　 FS 分会
一一

幹 車
一

（以 下 同 様 ）

　　　　　 卜大阪 牙会
一

幹事

　 　 　 　 　 ト神戸 分 会
一

幹 事

　　　　　 」 京都分会一幹事

　各 郎 の 活 動 内容
・

資格 は次の 通 り で あ る 。

（1） 親睦部一一
旧藩士 の 同 志者 が 相互 に 拠 金

　 し ， 毎 年各 地 で 親 睦 会 を 開 く。旧 藩 士族 の

　戸 主並 び に 士族 の 分 家 した 戸 主 に 限 る 。

（2 ） 救 　部
一一

戸 主 及 び 家族の 死亡 ，7k 火 風

　震 の 災 に よ る 居宅焼失時 な ど の 見 緯 金贈 呈

　 。 1日藩 士族 の 戸主に 限 る 。

（3）貯金 部
一一

旧 藩士 相 互 の 利 益 を謀 り ， 期

　限を設け定 額 の 繍立貯金 を行 い ， そ の 増殖

　し た金を 各 自 産 業の 資に 充 て る。旧藩士族

　並 び に 旧 藩改 革 の 際 帰籍せ し勤仕 10年 未満

　の 者及 び士族 の 分家 した る 者に 限 り 家 族 と

　 い え ど も加 盟 で きる 。

（4） 育 才部
一一A 会頭 （旧藩主） よ り毎 年村

　与 さ れ る年 200 円 と1日藩封内有志 の 拠金 を

　 も っ て ， 同封 内士 民 の 学資に 乏 し い 子 弟 に

　資 を 給 し，そ の 才学 を盲成 す る。旧藩 封内

　士民の 戸 主 家 族 を問 わ ず加入 で き る 。

会 の 運 営 に 当 っ て は ， 会 頭 A よ り七 分利付
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金 禄 公 情 証 書 五 千 円 が 貸 与 され ． そ の 利子 が

親 睦
・救極 両 部 の 運 営 資金 に 充 て ら れ た 。

　 S 懐 旧会 は ， 　「相互 に 祖 先 の 名 誉 を汚 す こ

と な き を 保 す 」 （
「

同 会沿革 亅 ）こ とを掲 げ，相

互 の 扶助 ・親 睦 を活 動 の 中心 とし て結 成さ れ

た 縊絏で あ っ た 。 同 会 の 性格 は 、 と り もな お

さ ず 旧 武士 と い う 社 会集団 の 身分文 化 に よ っ

て 結 ば れ た特 異な 集団 で あ っ た とみ る こ と
・
が

で き よ う 。

　本 報 告 で は、 こ う し た 同会 の 性格 を踏 ま え

つ つ
， 同 会 の 活 動 ，会 員 の 動 向 ， 掌校 教 盲 利

用等を分析 して い く 。

4 ， 士族層 の 解 体 と学 校 利 用

　 S 藩 の 江 戸 詰藩 士 も明治初年 に 藩 主 とと も

に 江 戸 か ら 引 き 上 げ て き て お り，我 々 は 旧藩

士 の ほ とん ど全部に あ た る 697 戸 の 戸 主 名 ，

石高 ， 家楮 （上 士 ，中士 ，上 卒 ， 卒）に っ い

て の デ ータ を 入 手 し た。 こ の デ ータ を懐 旧 会

の 諸史料 ・H 義 塾 の 書類 等 とっ きあ わ 廿 る こ

と で 旧武 士 層 の ど の よ うな 部分が 社 会 ・
経 済

的 に ど う い う位 置 を 占め る に 至 っ た か ，ど の

よ うな部 分 が 学 校 を 利用 し，そ の 掌 校利 用 が

其 の 後 の 人生に ど う影響 した か を ， 明 ら か に

し う る と 考 え る。

表 1 ： 明治初年 の S 藩 士

　　上 士 　中士 　上 卒 　　卒 　　計

江 戸 詰　 77 　　 32

在　 藩　 155 　 G2

十曇
目

74 　 　 3　 　 　 186

154　 　140 　　Sll

232　　94　　　228 　　　143　　 697

　今 回 は そ の 中間報告 と して 次 の 点を 中心 に

扱 う 。

　明治 9 年 に 設 置 さ tt同 H 年 に 公 立中 掌 ， 18

〜 32年の 間 私 立 H 義塾，32年 か ら 私立 中学 と

な っ た ， 旧 S 藩 が あ っ た 地域 で ptl　一一の 中等 教

盲 機閔 で あ る H 義 塾 に 明治 17〜 20年 に 在籍 し

た 当藩士 族 の 子弟 71人を 対象 に と り あげ る 。

　 上 で 述 べ た 藩士の デ
．一

ク の 他 ， 明治 16年 の

各士族の 生活 状態に 関す る デ
ー

タ ，在籍 生徒

N 工工
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の 其 の 後 の 経 歴 と の 閔連を 検討す る 。

　具体 的 に は下 に 例 を
・
挙げ た よ うに 71人 の 在

籍 生 徒 （士 族 〉 に っ い て 一覧表 を 作 成 し て お

り．分析 結 果 に つ い て は 当 日 報告 す る 。

＜ 例 1 ＞

・上 士 ，130石 ，在藩藩士 の 3 男 ，

．

。明治 16年 の 生活 ：A

　 （生 活状
．
態 に 就 い て は ，　 「現 今活 言

一i二 差 支

　　ナ ク 前途 目 的 ア ル モ ノ 」 を A ，
「営業 自

　　活 之 途 ヲ 需 メ テ 未 タ 其 目的 ヲ 得 サ ル モ ノ

　　」 を．B ，　「現 今生活 ∴ 難 キ モ ノ 」 を C と

　　する 。 ）
・3 掌 年以 上 で 退 学，第一高中 へ 入 6 た が ，

　家庭 の 事情 で 中退 ，A 家手伝 い ， 私塾 塾 主

　を経 て 東京 高 師教 授 ，東 京 に 住 む，

＜ 例 2 ＞
tt

・上 士 ，100石 ， 在藩 藩 士 の 長 男 ，
・生 活 ；B
・3 学年 以 上 で 退学 ， 汽船 会 社 機開 手 を経 て

　攜関 長 ，東 京 に 住 む，

＜ 例 3 ＞

・上 士，50石 3 人 扶 持，江 戸 詰 藩士 の 長 男，
・生 活 ；B
・H 鞋塾卒鑑 ， 陸士 を経 て 任 官 ，歩兵大佐 で

　退 職，東京 に 住む，

＜ 例 4 ＞

・中士 ， 7 石 3 人扶 持 ，在 藩 藩士 の 嗣子 ，

・生 活 ； B
・H 義塾 卒 業後身体 を こ わ し軍人 をあ き ら め

　国 民英学会 を卒業 ， 外竊 書 記生 試 験 に 合格

　 し て 領事 館 に 動 務，

＜ 例 5 ＞

ザ 中士 ， 7 石 3 人扶持 ， 在藩藩士 の 長男 ，

・
生活 ： B 　

’
　 　　 　　 　 　　 　　 ．

・H 義塾卒業 ， 陸士を・経 て任官 ， 陸大卒 ， 大

　正 7 年少将 で 退磯帰 郷 ， そ の 後 S 町 町 長を
・

　長 く動 め る 。

＜ 例 6 ＞

・上 卒 ， 4 石 2 人 扶 持 ，在 藩 藩士 の 長 里 ，
・
隼活 ：B （明 冶初 め に 近 娼農 村 に 散 居 ）

・H 舞i塾卒 業 ， 策京 郵 便電 ｛言掌 校 を卒 業 して

　逓 信省お よ び粛京 逓信周 に 勤 務，昭 和 5 年

　退 官 し て 4．男 と薫 京 に 住 む，

＜ 例 7 ＞

・
上 卒， 6 石 5 斗 2 ．人．扶 持 ， 在 藩

’
藩 士 の 長 男

・生 活 ：A
・H 韓塾卒 業後陸 士 に 入 り任 官，明 治 42年 ；こ二

　砲 兵少佐 ，大 正 9 年 に 屑 漫 ，

＊ ＊ 社 会移動史 研究 に つ い て ＊ ＊

　 こ こ 15年 ほ
1
ど 歴 史学 と社 会学 の 接点 で ， 社

会 移動に 関す る実 証 的な 研究 が 蓄積 さ れ
L
っ っ

あ る 。 近 代化 の 進 展 と と も に 移動 量 が 増 加す

．る とい っ た 一
昔 前 の 単 純 な予 雷 に 代 っ て ， 歴

史 的 な 長期変 動 の 中 で の 具体 的 な 社会集 団 の

成立 ・
解 体 の 問 題 に 社 会 移動が 関逗 づ け ら れ

る よ う に な っ て き た 。 S ，サ …ン ス トロ
ー

ム

の
”

Pover・t3 　 and 　 PregreSis ”

　（1964） な

ど が 出 発点 に な り ， 産 業 革 命 や 政 治的 大 変 革

が 社会階 層 や 社会移動 に 与え た 影響 を数十 年
・
掌百 年 の タ

ー
ム で 考 寮す る よ うな研 究視 角

が そ れ で あ る。欧米 で は H
， カ エ ル ブ リ

ー
が

手 際よ くま とめ て b る よ う に C
’
Hhstorical

R ・＄ea ・ ch ・・ S・ c 」・ l　 M ・ birity ” 1981）社

会移動史 と し て 厚み の あ る一
つ の 研 究 領域と

な っ て き て い る。

　 B 本 に お け る 社 会 移動 の 歴史的研究 と して

は 中央 レ ヴ ェ ル の デ ータ を 使 っ た 安田 三 郎 「

社会移 動 の 研究 」 や ，麻生 誠 や 高根 正 昭 の エ

リ ート研 究 な どが な さ れ て い る が ， 地方 レ ヴ

ェ ル の デ
・一

タ を 発掘 し て 研究 領域を広げ る努

力 は な さ れ て こ なか っ た 。

　我 々 はd： 族と教 9 の 結 び っ きを ，近 代 1こ お

け る 社会移 動 の 中心 的 な テ ー
マ で あ る社 会移

動 と教 育 の 関連：の い わ ばプ ロ トダイ プ と し そ
考察の 対 象 に すえ る。
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